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第３回定例会

問
　
自
治
会
の
公
民
館
等
で
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
る
よ
う
助
成
し
て
い
る
が
、
視

聴
し
な
い
場
所
が
あ
る
と
聞
く
。
一
度

調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
公
民
館
等
で
災
害
時
の
情
報
を

得
る
た
め
に
助
成
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
土
砂
災
害
区
域
が
変
更
さ
れ
て

お
り
、
再
度
避
難
所
と
し
て
適
正
な

の
か
を
確
認
の
上
、
対
応
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

問
　
防
災
補
助
金
は
備
品
等
の
購
入
補

助
が
主
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
る
話
し
合
い
等
に

対
す
る
活
動
に
支
援
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
　
自
治
会
に
よ
っ
て
は
こ
の
補
助

金
を
使
っ
て
避
難
誘
導
訓
練
を
行
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
要
綱
上
で
は
資

器
材
購
入
の
ほ
か
、
避
難
所
の
整
備

に
係
る
も
の
や
防
災
訓
練
、
防
災
講

座
・
研
修
会
の
実
施
に
要
す
る
経
費

も
補
助
の
対
象
と
し
て
い
る
。
今
後

に
お
い
て
啓
発
を
進
め
る
中
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
執
っ
て
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

問
　
水
源
の
里
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進

事
業
補
助
金
は
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
関
す
る
補
助

率
を
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
時
代
に
沿
う
よ
う
交
付
要
綱
を

改
正
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
及
び
次

世
代
自
動
車
充
給
電
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
補
助
を
始
め
、
そ
の
他
の
補
助

内
容
に
つ
い
て
も
拡
充
し
て
い
る
。

当
面
は
、
水
源
の
里
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

問
　
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
普
及
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
母
親
の
子
育
て

を
支
援
す
る
一
方
で
、
父
親
へ
の
支
援

は
あ
る
か
。

答
　
母
子
手
帳
ア
プ
リ
は
、
現
在
、

母
親
の
ほ
か
妊
婦
と
合
わ
せ
て
65
人

の
登
録
者
が
い
る
。
主
に
１
歳
か
ら

３
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
が
大
半

で
あ
る
。
父
親
へ
の
支
援
と
し
て
は

乳
幼
児
健
診
に
同
行
を
求
め
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
っ
た
父

親
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
佐
見
食
品
加
工
施
設
に
委
託
し
た

内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
委
託
し
た
業
務
は
、
当
施
設
が

新
商
品
の
開
発
を
行
う
中
で
、
年
間

を
通
し
た
施
設
の
有
効
利
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
鯉
の
赤
煮
の
改
良
や

そ
れ
以
外
の
加
工
品
の
研
究
、
更
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
宣
伝
・
Ｐ

Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
の
進
展
に

結
び
つ
く
効
果
を
期
待
し
た
。

問
　
犬
や
猫
の
不
妊
去
勢
費
の
助
成
は

１
世
帯
に
つ
き
、
１
頭
／
年
度
だ
が
、

猫
の
繁
殖
は
早
い
の
で
補
助
内
容
を
改

め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
年
度
内
に
２
頭
目
が
生
ま
れ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
良

い
助
成
に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問
　
子
ど
も
数
の
減
少
で
蘇
原
保
育
園

の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
保
育
園
の
全
体
計
画
の
中
で
は
、

白
川
、
白
川
北
、
蘇
原
、
黒
川
、
佐
見

の
５
地
区
に
保
育
園
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
保
育
士
を
確
保

す
る
面
か
ら
も
地
域
、
保
護
者
と
懇
談

を
進
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

予 

算（
決 

算
）審 

査 

常 

任 

委 

員 

会 
の 
主 
な 

質 

疑

令和元年度決算など
25議案を可決

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入

が
89
億
４
９
３
１
万
円
（
対
前
年
比

3.0
％
減
）
歳
出
が
86
億
６
２
０
８
万

円
（
対
前
年
比
1.5
％
減
）
と
、
い
ず

れ
も
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
62
億
７

４
１
４
万
円
（
対
前
年
比
1.5
％

増
）
、
歳
出
が
60
億
２
１
４
３
万
円

（
対
前
年
比
3.2
％
増
）
で
、
差
し
引

き
２
億
５
２
７
１
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
５
つ
の
特
別
会
計

に
つ
い
て
も
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
と

な
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町

税
の
徴
収
率
向
上
や
、
国
･
県
の
補

助
事
業
等
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ

り
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
定
例
会
開

会
中
に
予
算
（
決
算
）
審
査
常
任
委

員
会
を
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

し
、
執
行
部
か
ら
の
決
算
説
明
に
お

い
て
、
事
業
の
成
果
や
課
題
な
ど
、

活
発
か
つ
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
令
和
元
年
度
の
い
ず
れ
の
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
も
、
全
員
の
賛
成

を
も
っ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
86
億
６
，２
０
８
万
円
　
　
　

　
一
般
会
計
は
60
億
２
，１
４
３
万
円

令和２年第３回定例会を、９月１４
日から１８日にかけて開きました。
今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の方針や課題に
ついて質問したほか、令和元年度
の決算審査、条例の改正、補正予
算、教育委員会委員の任命に関す
る人事案件など、２５の議案を審
議し、いずれも原案のとおり可決
しました。

■令和元年度　各会計決算額
区　 　　　分

合　 　　　計

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険

簡易水道

地域振興券交付事業

介護保険

後期高齢者医療

62億7,414万円

9億7,476万円

3億7,109万円

5,334万円

11億4,333万円

1億3,265万円

89億4,931万円

60億2,143万円

9億6,132万円

3億6,848万円

4,256万円

11億3,733万円

1億3,096万円

86億6,208万円

2億5,271万円

1,344万円

261万円

1,078万円

600万円

169万円

2億8,723万円

収入済額 支出済額 採 決
結 果（翌年度への繰越額）

差 引 額

特
　
別
　
会
　
計

全
　
員
　
賛
　
成

※本町の各数値については、全て早期健全化基準を下回って
　おり健全な状態と言えます。

令和元年度決算に基づく資金不足比率の状況

令和元年度決算に基づく健全化比率の状況

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
将 来 負 担 比 率
実質公債費比率

指　　標

特別会計
簡易水道特別会計

白川町の指標
黒字のため数値なし

経営健全化基準
20.0％

白川町の数値
黒字のため数値なし
黒字のため数値なし

2.8%
9.4%

早期健全化比率
  15.0%
  20.0%
350.0%
  25.0%

財政再生基準
20.0%
30.0%

－
35.0%

全
員
の
賛
成
で
決
算
を
認
定

　
適
切
な
財
政
運
営
を
認
め
る

※万円以下の端数処理があります。
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第３回定例会

問
　
自
治
会
の
公
民
館
等
で
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
る
よ
う
助
成
し
て
い
る
が
、
視

聴
し
な
い
場
所
が
あ
る
と
聞
く
。
一
度

調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
公
民
館
等
で
災
害
時
の
情
報
を

得
る
た
め
に
助
成
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る
も
の
で
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る

が
、
土
砂
災
害
区
域
が
変
更
さ
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て

お
り
、
再
度
避
難
所
と
し
て
適
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の
か
を
確
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の
上
、
対
応
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る
こ
と

と
し
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問
　
防
災
補
助
金
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補

助
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あ
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と
の
こ
と
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が
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域
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防
災
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る
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し
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対
す
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活
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に
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す
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と
は
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治
会
に
よ
っ
て
は
こ
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補
助

金
を
使
っ
て
避
難
誘
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訓
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を
行
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と
こ
ろ
が
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っ
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要
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上
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は
資

器
材
購
入
の
ほ
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、
避
難
所
の
整
備

に
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の
や
防
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練
、
防
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座
・
研
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の
実
施
に
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す
る
経
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も
補
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対
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と
し
て
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。
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後
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て
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す
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こ
と
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水
源
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ギ
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用
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進

事
業
補
助
金
は
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
関
す
る
補
助

率
を
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。
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時
代
に
沿
う
よ
う
交
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要
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を

改
正
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら

家
庭
用
燃
料
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及
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車
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給
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手
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ま
た
、
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親
の
子
育
て

を
支
援
す
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で
、
父
親
へ
の
支
援

は
あ
る
か
。

答
　
母
子
手
帳
ア
プ
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は
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現
在
、

母
親
の
ほ
か
妊
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と
合
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せ
て
65
人

の
登
録
者
が
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る
。
主
に
１
歳
か
ら

３
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
が
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半

で
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る
。
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へ
の
支
援
と
し
て
は

乳
幼
児
健
診
に
同
行
を
求
め
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
っ
た
父

親
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
佐
見
食
品
加
工
施
設
に
委
託
し
た

内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
委
託
し
た
業
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は
、
当
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設
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新
商
品
の
開
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を
行
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中
で
、
年
間
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の
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／
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内
容
を
改

め
る
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２
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目
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と
も
予
想
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の
で
、
よ
り
良

い
助
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に
な
る
よ
う
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問
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の
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後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
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。
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懇
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％
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５
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ず
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億
６
，２
０
８
万
円
　
　
　

　
一
般
会
計
は
60
億
２
，１
４
３
万
円

令和２年第３回定例会を、９月１４
日から１８日にかけて開きました。
今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の方針や課題に
ついて質問したほか、令和元年度
の決算審査、条例の改正、補正予
算、教育委員会委員の任命に関す
る人事案件など、２５の議案を審
議し、いずれも原案のとおり可決
しました。

■令和元年度　各会計決算額
区　 　　　分

合　 　　　計

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険

簡易水道

地域振興券交付事業

介護保険

後期高齢者医療

62億7,414万円

9億7,476万円

3億7,109万円

5,334万円

11億4,333万円

1億3,265万円

89億4,931万円

60億2,143万円

9億6,132万円

3億6,848万円

4,256万円

11億3,733万円

1億3,096万円

86億6,208万円

2億5,271万円

1,344万円

261万円

1,078万円

600万円

169万円

2億8,723万円

収入済額 支出済額 採 決
結 果（翌年度への繰越額）

差 引 額

特
　
別
　
会
　
計

全
　
員
　
賛
　
成

※本町の各数値については、全て早期健全化基準を下回って
　おり健全な状態と言えます。

令和元年度決算に基づく資金不足比率の状況

令和元年度決算に基づく健全化比率の状況

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
将 来 負 担 比 率
実質公債費比率

指　　標

特別会計
簡易水道特別会計

白川町の指標
黒字のため数値なし

経営健全化基準
20.0％

白川町の数値
黒字のため数値なし
黒字のため数値なし

2.8%
9.4%

早期健全化比率
  15.0%
  20.0%
350.0%
  25.0%

財政再生基準
20.0%
30.0%

－
35.0%

全
員
の
賛
成
で
決
算
を
認
定

　
適
切
な
財
政
運
営
を
認
め
る

※万円以下の端数処理があります。
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決
算
に
対
す
る
賛
成
討
論

梅
田
み
つ
よ
議
員
　 

　
令
和
元
年
度
白
川
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
決
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
合
わ
せ
て
歳
入
約
89
億
４
千
万

円
、
歳
出
約
86
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
道
路
新

設
改
良
事
業
な
ど
の
基
盤
整
備
や
小
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購

入
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
国
の
制

度
等
を
有
効
に
活
用
し
た
上
で
、
住
民
の

生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
遅
滞
な
く
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
町
の
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
将

来
負
担
比
率
2.8
％
、
実
質
公
債
費
比
率

9.5
％
と
財
政
の
状
況
も
引
き
続
き
健
全
な

状
態
を
維
持
さ
れ
て
お
り
、
町
長
を
中
心

と
し
た
執
行
部
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
本
委
員
会
で
出
さ
れ
た
各
種
意
見
や
監

査
委
員
の
審
査
意
見
を
今
一
度
精
査
さ

れ
、
今
後
の
予
算
執
行
や
来
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
白
川
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
関

係
諸
帳
簿
等
証
拠
書
類
を
照
合
審
査
し
た
結
果
、
予
算
の
執
行
は
議
会
の
議
決
の
趣
旨

に
沿
い
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か
つ
厳
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
83
．３
％
と
な
り
、

昨
年
よ
り
0.3
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
75
％
を
上
回
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
た
め
、
義
務
的
経
費
の
占
め
る
割
合
が
年
々
増
加
す
る
こ
と
と
な
ら
ぬ
よ
う
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
施
策
の
重
要
性
、
緊
急
性
等
を
十
分
吟
味
さ
れ
、
限
ら
れ
た
予

算
を
適
正
に
執
行
す
る
よ
う
職
員一丸
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
い
。

　
令
和
元
年
度
末
か
ら
国
内
で
も
急
激
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
広
が

り
、一端
は
収
ま
っ
た
と
は
言
え
、

油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た
ら

し
、
国
民
生
活
へ
の
不
安
が
続

い
て
い
る
。
加
え
て
、
長
期
化
し

そ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
お

い
て
も
客
足
が
減
り
、
厳
し
い

運
営
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

一
層
の
経
営
努
力
を
望
む
と
と
も

に
、
今
後
の
町
の
発
展
を
祈
念

し
て
、
決
算
審
査
の
ま
と
め
と

す
る
。

　
７
月
13
日
、
白
川
町
議
会
第
２
回
臨

時
会
を
開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
２
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
久
室
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

▼
町
道
中
川
下
油
井
線
災
害
防
除
工
事

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

　
10
月
24
日
に
任
期
が
満
了
と
な
る
教

育
委
員
会
委
員
　
後
藤
明
子
氏
の
後
任

と
し
て
、
鈴
村
由
美
子
氏
（
赤
河
）
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
任
期
は
令
和
６
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

第
3
回
臨
時
会
を
開
催

　
８
月
６
日
、
白
川
町
議
会
第
３
回
臨

時
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
２
件
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会

計
で
２
億
７
１
３
２
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
73
億
７
２
２
９

万
円
に
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別

会
計
で
２
億
９
８
０
０
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
３
億
５
７
５
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

追
加
し
た
主
な
予
算

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　 

１
３
０
０
万
円

・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
商
品
券
交
付
事

業
交
付
金
　
　
　
　
　

３
３
６
０
万
円

・
避
難
所
感
染
対
策
工
事
及
び
備
品
購

入
費
　
　
　
　
　
　
　

３
３
４
７
万
円

・
学
生
応
援
給
付
金
　
　

１
０
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
振
興
券
換
金
代

　
　
　
　
　
　
　
２
億
８
８
０
０
万
円

監
査
委
員
の
審
査
意
見

鈴村由美子さん

監査委員による現地実査（黒川簡易水道）

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
町
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

１
乗
車
（
片
道
）
運
賃
を
追
加
す
る
こ

と
に
関
し
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
改
正
後
に
追
加
さ
れ
た
料
金
）

　
普
通
料
金
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
地
区
内
　
２
０
０
円

　
　
１
乗
車
　
　
地
区
外
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
町
　
外
　
４
０
０
円

▼
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正　
議
会
の
活
性
化
と
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
常
任
委
員
会
の
名
称
等
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
改
正
後
の
常
任
委
員
会
）

・
総
務
産
業
委
員
会
　
９
人

総
務
課
、
企
画
課
、
農
林
課
、
建

設
環
境
課
の
所
管
に
関
す
る
事
項

・
文
教
民
生
委
員
会
　
９
人

町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育
課

の
所
管
に
関
す
る
事
項

財
産
の
取
得

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
１
台

　
契
約
金
額
　
８
４
１
万
５
千
円

　
契
約
の
相
手
方
　
㈲
川
上
自
動
車

　
配
備
先
　
白
川
中
学
校

▼
学
校
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
　
４
２
７
台

　
契
約
金
額
　
２
５
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
　

　
　
中
央
電
子
光
学
㈱
下
呂
支
店

　
配
備
先
　
町
内
小
中
学
校

そ
の
他

▼
白
川
町
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
蘇
原
地
区
、
黒
川
地
区
及
び
佐
見
地

区
に
お
い
て
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用

し
て
公
共
事
業
を
行
う
た
め
「
辺
地
に

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
」

を
策
定
す
る
。

▼
字
の
区
域
の
変
更

　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
茶
の
里
白
川

地
区
鱒
渕
工
区
）
の
実
施
に
係
る
換
地

処
分
に
伴
い
、
字
の
区
域
の
一
部
を
変

更
す
る
。

▼
予
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び
決
算
審

査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
広
く
客
観
的
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
予
算
で
あ
る
か
、
ま
た
、
予
算
が
適

正
に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
し
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
二
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

意
見
書
を
提
出

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
は
、
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
令
和
３
年

度
の
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改

正
の
中
で
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
を
図
ら

れ
る
よ
う
、
国
の
関
係
機
関
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
１
億
３
４
５
５
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
75
億
６
８
４
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
４
６

０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額

を
９
億
６
６
６
０
万
円
に
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
57
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
11
億
４
１
５
７
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の（
一
般
会
計
）

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

 

５
８
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
補

助
金
 

５
７
７
万
円

・
福
祉
施
設
改
修
補
助
金

 

４
５
５
万
円

・
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
復
旧
費

 

１
０
２
０
万
円

・
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

 

５
４
１
８
万
円

・
原
木
供
給
拡
大
支
援
事
業
補
助
金

 

５
４
０
万
円

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
補
助

金
 

４
０
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
料
 

５
０
０
万
円

補
正
予
算
な
ど

25
の
議
案
を
可
決

令
和
２
年
度
補
正

予
算
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決
算
に
対
す
る
賛
成
討
論

梅
田
み
つ
よ
議
員
　 

　
令
和
元
年
度
白
川
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
決
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
合
わ
せ
て
歳
入
約
89
億
４
千
万

円
、
歳
出
約
86
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
道
路
新

設
改
良
事
業
な
ど
の
基
盤
整
備
や
小
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購

入
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
国
の
制

度
等
を
有
効
に
活
用
し
た
上
で
、
住
民
の

生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
遅
滞
な
く
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
町
の
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
将

来
負
担
比
率
2.8
％
、
実
質
公
債
費
比
率

9.5
％
と
財
政
の
状
況
も
引
き
続
き
健
全
な

状
態
を
維
持
さ
れ
て
お
り
、
町
長
を
中
心

と
し
た
執
行
部
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
本
委
員
会
で
出
さ
れ
た
各
種
意
見
や
監

査
委
員
の
審
査
意
見
を
今
一
度
精
査
さ

れ
、
今
後
の
予
算
執
行
や
来
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
白
川
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
関

係
諸
帳
簿
等
証
拠
書
類
を
照
合
審
査
し
た
結
果
、
予
算
の
執
行
は
議
会
の
議
決
の
趣
旨

に
沿
い
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
適
正
か
つ
厳
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
83
．３
％
と
な
り
、

昨
年
よ
り
0.3
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
75
％
を
上
回
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
た
め
、
義
務
的
経
費
の
占
め
る
割
合
が
年
々
増
加
す
る
こ
と
と
な
ら
ぬ
よ
う
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
施
策
の
重
要
性
、
緊
急
性
等
を
十
分
吟
味
さ
れ
、
限
ら
れ
た
予

算
を
適
正
に
執
行
す
る
よ
う
職
員一丸
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
い
。

　
令
和
元
年
度
末
か
ら
国
内
で
も
急
激
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
広
が

り
、一端
は
収
ま
っ
た
と
は
言
え
、

油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た
ら

し
、
国
民
生
活
へ
の
不
安
が
続

い
て
い
る
。
加
え
て
、
長
期
化
し

そ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
お

い
て
も
客
足
が
減
り
、
厳
し
い

運
営
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

一
層
の
経
営
努
力
を
望
む
と
と
も

に
、
今
後
の
町
の
発
展
を
祈
念

し
て
、
決
算
審
査
の
ま
と
め
と

す
る
。

　
７
月
13
日
、
白
川
町
議
会
第
２
回
臨

時
会
を
開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
２
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
久
室
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

▼
町
道
中
川
下
油
井
線
災
害
防
除
工
事

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

　
10
月
24
日
に
任
期
が
満
了
と
な
る
教

育
委
員
会
委
員
　
後
藤
明
子
氏
の
後
任

と
し
て
、
鈴
村
由
美
子
氏
（
赤
河
）
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
任
期
は
令
和
６
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

第
3
回
臨
時
会
を
開
催

　
８
月
６
日
、
白
川
町
議
会
第
３
回
臨

時
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
２
件
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会

計
で
２
億
７
１
３
２
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
73
億
７
２
２
９

万
円
に
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別

会
計
で
２
億
９
８
０
０
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
３
億
５
７
５
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

追
加
し
た
主
な
予
算

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　 

１
３
０
０
万
円

・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
商
品
券
交
付
事

業
交
付
金
　
　
　
　
　

３
３
６
０
万
円

・
避
難
所
感
染
対
策
工
事
及
び
備
品
購

入
費
　
　
　
　
　
　
　

３
３
４
７
万
円

・
学
生
応
援
給
付
金
　
　

１
０
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
振
興
券
換
金
代

　
　
　
　
　
　
　
２
億
８
８
０
０
万
円

監
査
委
員
の
審
査
意
見

鈴村由美子さん

監査委員による現地実査（黒川簡易水道）

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
町
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

１
乗
車
（
片
道
）
運
賃
を
追
加
す
る
こ

と
に
関
し
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
改
正
後
に
追
加
さ
れ
た
料
金
）

　
普
通
料
金
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
地
区
内
　
２
０
０
円

　
　
１
乗
車
　
　
地
区
外
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
町
　
外
　
４
０
０
円

▼
白
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正　
議
会
の
活
性
化
と
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
常
任
委
員
会
の
名
称
等
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
改
正
後
の
常
任
委
員
会
）

・
総
務
産
業
委
員
会
　
９
人

総
務
課
、
企
画
課
、
農
林
課
、
建

設
環
境
課
の
所
管
に
関
す
る
事
項

・
文
教
民
生
委
員
会
　
９
人

町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育
課

の
所
管
に
関
す
る
事
項

財
産
の
取
得

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
１
台

　
契
約
金
額
　
８
４
１
万
５
千
円

　
契
約
の
相
手
方
　
㈲
川
上
自
動
車

　
配
備
先
　
白
川
中
学
校

▼
学
校
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
　
４
２
７
台

　
契
約
金
額
　
２
５
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
　

　
　
中
央
電
子
光
学
㈱
下
呂
支
店

　
配
備
先
　
町
内
小
中
学
校

そ
の
他

▼
白
川
町
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
蘇
原
地
区
、
黒
川
地
区
及
び
佐
見
地

区
に
お
い
て
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用

し
て
公
共
事
業
を
行
う
た
め
「
辺
地
に

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
」

を
策
定
す
る
。

▼
字
の
区
域
の
変
更

　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
茶
の
里
白
川

地
区
鱒
渕
工
区
）
の
実
施
に
係
る
換
地

処
分
に
伴
い
、
字
の
区
域
の
一
部
を
変

更
す
る
。

▼
予
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び
決
算
審

査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
広
く
客
観
的
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
予
算
で
あ
る
か
、
ま
た
、
予
算
が
適

正
に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
し
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
二
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

意
見
書
を
提
出

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
は
、
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
令
和
３
年

度
の
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改

正
の
中
で
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
を
図
ら

れ
る
よ
う
、
国
の
関
係
機
関
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
１
億
３
４
５
５
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
総
額
を
75
億
６
８
４
万
円

に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
４
６

０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
総
額

を
９
億
６
６
６
０
万
円
に
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
57
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
11
億
４
１
５
７
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の（
一
般
会
計
）

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

 

５
８
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
補

助
金
 

５
７
７
万
円

・
福
祉
施
設
改
修
補
助
金

 

４
５
５
万
円

・
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
復
旧
費

 

１
０
２
０
万
円

・
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金

 

５
４
１
８
万
円

・
原
木
供
給
拡
大
支
援
事
業
補
助
金

 

５
４
０
万
円

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
補
助

金
 

４
０
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
料
 

５
０
０
万
円

補
正
予
算
な
ど

25
の
議
案
を
可
決

令
和
２
年
度
補
正

予
算
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藤井宏之 議員

今井昌平
議長

服部圭子
副議長

細江茂樹 議員

７月に増水した白川

　
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
図
ら

ず
も
私
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、そ
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。も
と
よ
り
浅
学

非
才
で
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、皆
様

の
ご
意
見
を
十
分
に
拝
聴
し
つ
つ
、議
員
各

位
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
議
会
機
能
を

認
識
し
て
、与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
議
長
の
役
目
は「
意
見
が
言
い
や
す
く
、

議
員
の
能
力
や
考
え
を
取
り
入
れ
や
す
い

議
会
に
す
る
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
、次
の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
実
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
現
地
視
察
や
小
さ
な
懇
談
会
な
ど
を
実

　
施
し
、町
民
の
声
に
迅
速
に
対
応
す
る

②
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
す
中
で
、研
修
・

　
視
察
等
を
行
い
、議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
を
目
指
す

③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
の
導
入
等
を
検
討
し
、議
会
の
オ
ン
ラ

　
イ
ン
化
を
推
進
す
る

　
ま
た
、議
会
は
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

私
た
ち
の
町
が
末
永
く
存
続
す
る
よ
う
全

力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
、ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、副
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。議
長
が
対
外

的
な
役
目
と
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
る

の
に
対
し
、副
議
長
は
議
長
の
補
佐
と
議
会

の
調
整
役
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
あ
っ
て
、町
民

の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
議
員
の
能
力
を
惜

し
み
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。地
方
創
生
に
は
、本
町
に
ご
縁
の
あ

る
町
内
外
の
皆
様
の
ご
協
力
、ご
参
画
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問問
　
異
常
気
象
に
よ
り
暑
い
日
が
続

き
、
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
。
町
と
し

て
高
齢
者
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
設
置
に

補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

杉
山
保
健
福
祉
課
長

答
　
熱
中
症
は
誰
で
も
か
か
る
危
険
性

が
あ
る
。
一
方
で
正
し
い
予
防
法
を
知

り
、
普
段
か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
で
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
防
災

無
線
等
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
民
生
委

員
に
も
協
力
い
た
だ
き
予
防
啓
発
に
努

め
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る

補
助
は
、
既
に
購
入
済
の
方
や
若
い
世

代
と
同
居
す
る
世
帯
と
の
不
公
平
感
が

感
じ
ら
れ
、
必
ず
し
も
エ
ア
コ
ン
未
設

置
の
高
齢
者
が
生
活
困
窮
世
帯
と
は
限

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
現
時
点

で
補
助
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

問
　
現
在
、
本
町
が
結
ん
で
い
る
防
災

協
定
は
ど
の
よ
う
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
町
で
は
災
害
、
消
防
、
防
犯
に
関

す
る
協
定
を
18
件
し
て
い
る
。
可
茂
地

域
の
２
市
８
町
村
や
笠
松
町
と
災
害
時

の
相
互
応
援
協
定
も
締
結
し
て
い
る
ほ

か
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
イ
ン
フ
ラ
復
旧

に
伴
う
も
の
や
建
設
業
協
会
な
ど
防
災

支
援
に
係
る
も
の
も
あ
る
。
今
後
も
協

定
先
の
情
報
収
集
に
努
め
、
で
き
る
限

り
協
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
備
え
る
木
造
仮
設
住
宅

を
建
設
す
る
予
定
は
な
い
か
。

三
宅
農
林
課
長

答
　
災
害
が
起
き
た
場
合
、
仮
設
住
宅

の
対
応
は
県
が
所
管
す
る
業
務
と
な

る
。
県
で
は
、
平
成
24
年
８
月
に
本
町

建
築
組
合
も
加
盟
す
る
岐
阜
県
産
直
住

宅
協
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
木
造
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
に
よ
り

迅
速
な
仮
設
住
宅
の
供
給
体
制
の
強

化
、
居
住
環
境
の
改
善
な
ど
、
災
害
時

の
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

問
　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
今
、
隣

近
所
で
話
し
合
え
る
体
制
づ
く
り
を
町

で
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
全
国
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
機
運
は
高
ま
っ

て
い
る
。
本
町
は
広
く
、
状
況
は
そ
れ

ぞ
れ
で
異
な
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

の
団
結
力
、
防
災
力
の
向
上
が
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
地
域
の

中
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
議
員
自

ら
地
元
に
安
否
確
認
の
連
絡
網
が
つ
く

れ
な
い
か
を
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
防
災
に
一
番
大
切
な
こ
と
は

自
助
・
共
助
の
強
化
だ
と
思
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
進
め
る
が
、
災
害
時

に
お
け
る
地
域
の
連
絡
網
づ
く
り
を
ぜ

ひ
と
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
７
月
豪
雨
災
害
に
学
ぶ
災
害

時
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

問
豪
雨
災
害
に
お
け
る
町
の
対
策

に
つ
い
て

５
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

定
例
会
２
日
目
に
は
、
正
副
議
長
の
改
選
と
任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委

員
と
新
た
に
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
、
議
会
の
構
成
を
改
め
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

議 

会 

構 

成

令
和
２
年
９
月
18
日
現
在

　
議
　
長
　
今
井
昌
平

　
副
議
長
　
服
部
圭
子

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
文
教
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
副
委
員
長
　
嶋
田
有
康

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
渡
邉
昌
俊

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
服
部
圭
子

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
宏
之

　
副
委
員
長
　
今
井
昌
平

※

　
各
常
任
委
員
会
及
び
３
つ
の
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
　
　

て
い
ま
す
。

◆
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
副
委
員
長
　
嶋
田
有
康

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
出
　
　
藤
井
宏
之

◆
一部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平

　
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平

　
可
茂
消
防
事
務
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平
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藤井宏之 議員

今井昌平
議長

服部圭子
副議長

細江茂樹 議員

７月に増水した白川

　
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
図
ら

ず
も
私
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、そ
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。も
と
よ
り
浅
学

非
才
で
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、皆
様

の
ご
意
見
を
十
分
に
拝
聴
し
つ
つ
、議
員
各

位
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
議
会
機
能
を

認
識
し
て
、与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
議
長
の
役
目
は「
意
見
が
言
い
や
す
く
、

議
員
の
能
力
や
考
え
を
取
り
入
れ
や
す
い

議
会
に
す
る
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
、次
の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
実
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
現
地
視
察
や
小
さ
な
懇
談
会
な
ど
を
実

　
施
し
、町
民
の
声
に
迅
速
に
対
応
す
る

②
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
す
中
で
、研
修
・

　
視
察
等
を
行
い
、議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
を
目
指
す

③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
の
導
入
等
を
検
討
し
、議
会
の
オ
ン
ラ

　
イ
ン
化
を
推
進
す
る

　
ま
た
、議
会
は
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

私
た
ち
の
町
が
末
永
く
存
続
す
る
よ
う
全

力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
、ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、副
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。議
長
が
対
外

的
な
役
目
と
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
る

の
に
対
し
、副
議
長
は
議
長
の
補
佐
と
議
会

の
調
整
役
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
あ
っ
て
、町
民

の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
議
員
の
能
力
を
惜

し
み
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。地
方
創
生
に
は
、本
町
に
ご
縁
の
あ

る
町
内
外
の
皆
様
の
ご
協
力
、ご
参
画
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問問
　
異
常
気
象
に
よ
り
暑
い
日
が
続

き
、
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
。
町
と
し

て
高
齢
者
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
設
置
に

補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

杉
山
保
健
福
祉
課
長

答
　
熱
中
症
は
誰
で
も
か
か
る
危
険
性

が
あ
る
。
一
方
で
正
し
い
予
防
法
を
知

り
、
普
段
か
ら
気
を
付
け
る
こ
と
で
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
防
災

無
線
等
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
民
生
委

員
に
も
協
力
い
た
だ
き
予
防
啓
発
に
努

め
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る

補
助
は
、
既
に
購
入
済
の
方
や
若
い
世

代
と
同
居
す
る
世
帯
と
の
不
公
平
感
が

感
じ
ら
れ
、
必
ず
し
も
エ
ア
コ
ン
未
設

置
の
高
齢
者
が
生
活
困
窮
世
帯
と
は
限

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
現
時
点

で
補
助
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

問
　
現
在
、
本
町
が
結
ん
で
い
る
防
災

協
定
は
ど
の
よ
う
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
町
で
は
災
害
、
消
防
、
防
犯
に
関

す
る
協
定
を
18
件
し
て
い
る
。
可
茂
地

域
の
２
市
８
町
村
や
笠
松
町
と
災
害
時

の
相
互
応
援
協
定
も
締
結
し
て
い
る
ほ

か
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
イ
ン
フ
ラ
復
旧

に
伴
う
も
の
や
建
設
業
協
会
な
ど
防
災

支
援
に
係
る
も
の
も
あ
る
。
今
後
も
協

定
先
の
情
報
収
集
に
努
め
、
で
き
る
限

り
協
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
備
え
る
木
造
仮
設
住
宅

を
建
設
す
る
予
定
は
な
い
か
。

三
宅
農
林
課
長

答
　
災
害
が
起
き
た
場
合
、
仮
設
住
宅

の
対
応
は
県
が
所
管
す
る
業
務
と
な

る
。
県
で
は
、
平
成
24
年
８
月
に
本
町

建
築
組
合
も
加
盟
す
る
岐
阜
県
産
直
住

宅
協
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
木
造
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
に
よ
り

迅
速
な
仮
設
住
宅
の
供
給
体
制
の
強

化
、
居
住
環
境
の
改
善
な
ど
、
災
害
時

の
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

問
　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
今
、
隣

近
所
で
話
し
合
え
る
体
制
づ
く
り
を
町

で
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
全
国
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
機
運
は
高
ま
っ

て
い
る
。
本
町
は
広
く
、
状
況
は
そ
れ

ぞ
れ
で
異
な
る
た
め
、
地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

の
団
結
力
、
防
災
力
の
向
上
が
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
地
域
の

中
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
議
員
自

ら
地
元
に
安
否
確
認
の
連
絡
網
が
つ
く

れ
な
い
か
を
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
防
災
に
一
番
大
切
な
こ
と
は

自
助
・
共
助
の
強
化
だ
と
思
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
進
め
る
が
、
災
害
時

に
お
け
る
地
域
の
連
絡
網
づ
く
り
を
ぜ

ひ
と
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
７
月
豪
雨
災
害
に
学
ぶ
災
害

時
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

問
豪
雨
災
害
に
お
け
る
町
の
対
策

に
つ
い
て

５
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

定
例
会
２
日
目
に
は
、
正
副
議
長
の
改
選
と
任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委

員
と
新
た
に
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
、
議
会
の
構
成
を
改
め
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

議 

会 

構 

成

令
和
２
年
９
月
18
日
現
在

　
議
　
長
　
今
井
昌
平

　
副
議
長
　
服
部
圭
子

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
文
教
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
副
委
員
長
　
嶋
田
有
康

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
渡
邉
昌
俊

　
副
委
員
長
　
佐
伯
好
典

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
服
部
圭
子

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
宏
之

　
副
委
員
長
　
今
井
昌
平

※

　
各
常
任
委
員
会
及
び
３
つ
の
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
　
　

て
い
ま
す
。

◆
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
梅
田
み
つ
よ

　
副
委
員
長
　
藤
井
宏
之

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
伯
好
典

　
副
委
員
長
　
嶋
田
有
康

◆
監
査
委
員

　
議
会
選
出
　
　
藤
井
宏
之

◆
一部
事
務
組
合

　
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平

　
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平

　
可
茂
消
防
事
務
組
合

　
議
会
議
員
　
　
今
井
昌
平
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佐伯好典 議員梅田みつよ 議員

問問
　
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
白
川
町

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
地
域
や
年
齢
等
の
情
報

を
収
集
し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
行
政
は
町
民
の
暮
ら
し
に
必
要

な
情
報
や
防
災
の
緊
急
情
報
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
趣
味
・
娯
楽
に
関
し

て
な
ど
幅
広
く
発
信
し
て
い
る
。
ご

質
問
の
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
町
の
情
報
発
信
の
方
向
を
探

る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
白
川
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
現
状
は
地

域
や
年
齢
等
の
情
報
が
な
く
、
効
果

に
つ
い
て
も
分
析
が
で
き
な
い
。
登

録
者
数
が
少
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
情

報
収
集
の
方
法
を
検
討
し
、
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、
ど
の
年

代
が
ど
ん
な
情
報
ツ
ー
ル
を
利
用
さ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
。

年
代
に
応
じ
た
情
報
発
信
が
必
要
と
考

え
る
。

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
行
く
考
え
は
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
十
分
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
本
町
で
も
４
月

か
ら
町
税
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
等
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
先
進
事
例
を
参
考

に
し
つ
つ
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
よ
り
多
く
の
町
民
に
対
し
て
登

録
を
促
す
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
予
定
は
あ
る
か
。安

江
総
務
課
長

答
　
登
録
の
案
内
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
や
広
報
誌
、
会
議
等
で
も
登
録
を

促
し
て
い
る
。
登
録
者
は
災
害
時
な

ど
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
町
と
し

て
も
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
登
録

者
を
増
や
し
、
そ
の
有
用
性
を
訴
え
て

い
き
た
い
。

問
　
行
政
か
ら
登
録
を
促
す
こ
と
も

重
要
だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
ユ
ー

ザ
ー
同
士
か
ら
登
録
を
促
す
機
能
が

あ
り
、
そ
の
活
用
は
考
え
て
い
る
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
議
員
の
提
案
も
含
め
、
登
録
数

増
加
へ
様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
将
来
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
情
報
発
信

の
メ
イ
ン
に
な
っ
た
場
合
、
受
け
取

る
側
が
迷
わ
な
い
情
報
取
得
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
が
、

町
で
は
ど
う
考
え
る
か
。長

尾
企
画
課
長

答
　
す
ぐ
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は

じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
町
で
は

い
く
つ
か
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

将
来
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
情
報
発
信
の
中
心

に
な
っ
て
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
一
本
に
絞
る

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
は
理

解
す
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
す
ぐ
メ
ー
ル

は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ
情
報
が
流

れ
て
お
り
、
住
民
が
煩
雑
さ
を
感
じ
、

受
け
取
る
べ
き
情
報
を
逃
す
危
険
が
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
よ
う

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
を
発
信
元
で
一
つ

に
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
現

在
、
す
ぐ
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
機
能
が
異
な
り
、
そ
の
棲

み
分
け
と
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
ま

ま
発
信
を
続
け
て
い
き
た
い
。

長
尾
企
画
課
長

反
問
　
今
回
の
質
問
は
い
か
に
簡
単

に
正
確
な
情
報
発
信
を
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
馴
染
み
の
な
い
高
齢
者
へ
の
登
録

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

佐
伯
好
典
議
員

反
問
へ
の
答
　
高
齢
者
の
中
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
方
が
多

い
の
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
高
齢
者
の
方
々
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
話
も
聞
い
て
お

り
、
す
で
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
い
る

高
齢
者
が
同
世
代
へ
呼
び
か
け
を
し
て

貰
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
説
得
力
を

持
っ
て
登
録
を
促
す
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

白
川
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て

問問
　
平
成
30
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
本
町
の
公
共
交
通
は
２
年
が
経
過

し
た
。
ど
の
よ
う
に
交
通
が
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
本
町
の
公
共
交
通
は
、
地
域
・
事

業
者
・
行
政
の
３
者
が
一
体
と
な
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
る

よ
う
利
用
改
善
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
各
地
区
に
１
台
ず
つ
配
置
し
効
率
的

運
用
に
務
め
な
が
ら
、
地
区
を
超
え
る

直
行
便
を
用
意
す
る
な
ど
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
　

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
佐
見
地
区
で
高

校
生
対
象
の
20
時
便
の
運
行
を
始
め
た

ほ
か
、
３
カ
月
定
期
券
の
新
設
、
10
月

か
ら
は
予
約
制
バ
ス
の
１
乗
車（
片
道
）

運
賃
の
新
設
を
予
定
し
「
お
で
か
け
し

ら
か
わ
」
を
さ
ら
に
充
実
す
る
べ
く
改

善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
や
車
内

消
毒
等
の
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

万
全
の
体
制
で
運
行
を
実
施
し
て
い

る
。

問
　
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
送
迎
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
状
の
予
約
制
バ
ス
は
、
原
則

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
高
校
生
の
Ｊ
Ｒ
接
続
便

は
最
寄
り
バ
ス
停
で
の
乗
降
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問
　
福
祉
有
償
運
送
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
在
の
公
共
交
通
の
仕
組
み
で
は

福
祉
有
償
運
送
は
難
し
く
、
関
係
者
と

協
議
を
行
い
、
試
験
運
行
の
実
施
に
向

け
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
バ
ス
停
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
議
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
三
川
地

内
の
マ
ツ
オ
カ
白
川
店
付
近
に
待
合

所
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
工
事
は

11
月
末
に
完
成
し
、
12
月
か
ら
利
用

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
町
が
強
く
な
る
た
め
に
は
、
縦

ば
か
り
で
は
な
く
、
横
の
繋
が
り
も

大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
防
災
面
で

は
ど
の
よ
う
か
。

横
家
町
長

答
　
防
災
面
で
は
、
町
だ
け
で
な

く
、
国
、
県
、
他
市
町
村
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
事
業
所
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
な
ど
の
民
間
団

体
な
ど
様
々
な
連
携
と
繋
が
り
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
や
災
害
時
の
突
発
的
な

事
案
で
は
、
全
職
員
で
問
題
意
識
の

共
有
を
図
り
解
決
策
を
検
討
す
る
場

を
設
け
て
い
る
が
、
一
方
で
役
職
の

権
限
に
お
い
て
所
管
で
判
断
す
る
場

合
も
あ
る
。

　
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
課
を
横
断

す
る
係
長
会
議
、
課
長
会
議
の
中
で

検
討
や
幅
広
く
意
見
聴
取
を
行
い
、

今
後
も
全
職
員
に
町
の
方
針
な
ど
の

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
努
め
、
災

害
等
へ
の
備
え
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
目
指
す
町

政
は
ど
の
よ
う
か
。

横
家
町
長

答
　
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
。
発
生
当
初
と
比
較
し
、

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
覚
は
変
化
し
て
き

た
が
、
終
息
の
時
期
は
未
だ
見
え
て
い

な
い
。

　
令
和
２
年
７
月
に
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
」
が

「
危
機
の
克
服
、
そ
し
て
新
し
い
未
来

へ
」
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
「
新

た
な
日
常
」
と
は
、
も
は
や
「
非
日

常
」
と
い
っ
て
も
良
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
町
政
を
担
う
こ
と
の
難
し
さ

を
実
感
し
て
い
る
。
自
主
財
源
の
厳
し

い
本
町
の
財
源
確
保
は
現
時
点
で
不
透

明
で
あ
り
、
来
年
度
以
降
の
事
業
が
ど

の
程
度
実
施
で
き
る
か
、
ま
た
経
済
の

疲
弊
が
心
配
で
あ
る
。
町
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
の
醸
成
、
対
策
情
報
の
周

知
、
不
当
な
差
別
を
行
わ
な
い
こ
と
な

ど
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　
経
済
対
策
と
し
て
は
、
国
の
交
付
金

等
を
活
用
し
た
施
策
を
展
開
す
る
中

で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
行
政
上

に
お
い
て
必
要
な
通
常
施
策
は
淡
々
と

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
状

況
に
対
応
し
た
方
法
を
模
索
し
な
が
ら

事
業
執
行
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通
網
計
画
の

そ
の
後
に
つ
い
て

問
町
の
強
靭
化
に
つ
い
て
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問問
　
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
白
川
町

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
地
域
や
年
齢
等
の
情
報

を
収
集
し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
行
政
は
町
民
の
暮
ら
し
に
必
要

な
情
報
や
防
災
の
緊
急
情
報
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
趣
味
・
娯
楽
に
関
し

て
な
ど
幅
広
く
発
信
し
て
い
る
。
ご

質
問
の
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
町
の
情
報
発
信
の
方
向
を
探

る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
白
川
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
現
状
は
地

域
や
年
齢
等
の
情
報
が
な
く
、
効
果

に
つ
い
て
も
分
析
が
で
き
な
い
。
登

録
者
数
が
少
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
情

報
収
集
の
方
法
を
検
討
し
、
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、
ど
の
年

代
が
ど
ん
な
情
報
ツ
ー
ル
を
利
用
さ
れ

て
い
る
か
、
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
。

年
代
に
応
じ
た
情
報
発
信
が
必
要
と
考

え
る
。

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
行
く
考
え
は
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
十
分
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
本
町
で
も
４
月

か
ら
町
税
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
等
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
先
進
事
例
を
参
考

に
し
つ
つ
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
よ
り
多
く
の
町
民
に
対
し
て
登

録
を
促
す
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
予
定
は
あ
る
か
。安

江
総
務
課
長

答
　
登
録
の
案
内
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
や
広
報
誌
、
会
議
等
で
も
登
録
を

促
し
て
い
る
。
登
録
者
は
災
害
時
な

ど
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
町
と
し

て
も
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
登
録

者
を
増
や
し
、
そ
の
有
用
性
を
訴
え
て

い
き
た
い
。

問
　
行
政
か
ら
登
録
を
促
す
こ
と
も

重
要
だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
ユ
ー

ザ
ー
同
士
か
ら
登
録
を
促
す
機
能
が

あ
り
、
そ
の
活
用
は
考
え
て
い
る
か
。

安
江
総
務
課
長

答
　
議
員
の
提
案
も
含
め
、
登
録
数

増
加
へ
様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
将
来
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
情
報
発
信

の
メ
イ
ン
に
な
っ
た
場
合
、
受
け
取

る
側
が
迷
わ
な
い
情
報
取
得
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
が
、

町
で
は
ど
う
考
え
る
か
。長

尾
企
画
課
長

答
　
す
ぐ
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は

じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
町
で
は

い
く
つ
か
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

将
来
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
情
報
発
信
の
中
心

に
な
っ
て
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
一
本
に
絞
る

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
は
理

解
す
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
す
ぐ
メ
ー
ル

は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ
情
報
が
流

れ
て
お
り
、
住
民
が
煩
雑
さ
を
感
じ
、

受
け
取
る
べ
き
情
報
を
逃
す
危
険
が
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
よ
う

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
を
発
信
元
で
一
つ

に
す
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
現

在
、
す
ぐ
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
機
能
が
異
な
り
、
そ
の
棲

み
分
け
と
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
ま

ま
発
信
を
続
け
て
い
き
た
い
。

長
尾
企
画
課
長

反
問
　
今
回
の
質
問
は
い
か
に
簡
単

に
正
確
な
情
報
発
信
を
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
馴
染
み
の
な
い
高
齢
者
へ
の
登
録

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

佐
伯
好
典
議
員

反
問
へ
の
答
　
高
齢
者
の
中
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
方
が
多

い
の
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
高
齢
者
の
方
々
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
話
も
聞
い
て
お

り
、
す
で
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
い
る

高
齢
者
が
同
世
代
へ
呼
び
か
け
を
し
て

貰
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
説
得
力
を

持
っ
て
登
録
を
促
す
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

白
川
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て

問問
　
平
成
30
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
本
町
の
公
共
交
通
は
２
年
が
経
過

し
た
。
ど
の
よ
う
に
交
通
が
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
本
町
の
公
共
交
通
は
、
地
域
・
事

業
者
・
行
政
の
３
者
が
一
体
と
な
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
る

よ
う
利
用
改
善
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
各
地
区
に
１
台
ず
つ
配
置
し
効
率
的

運
用
に
務
め
な
が
ら
、
地
区
を
超
え
る

直
行
便
を
用
意
す
る
な
ど
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
　

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
佐
見
地
区
で
高

校
生
対
象
の
20
時
便
の
運
行
を
始
め
た

ほ
か
、
３
カ
月
定
期
券
の
新
設
、
10
月

か
ら
は
予
約
制
バ
ス
の
１
乗
車（
片
道
）

運
賃
の
新
設
を
予
定
し
「
お
で
か
け
し

ら
か
わ
」
を
さ
ら
に
充
実
す
る
べ
く
改

善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
や
車
内

消
毒
等
の
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

万
全
の
体
制
で
運
行
を
実
施
し
て
い

る
。

問
　
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
送
迎
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
状
の
予
約
制
バ
ス
は
、
原
則

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
高
校
生
の
Ｊ
Ｒ
接
続
便

は
最
寄
り
バ
ス
停
で
の
乗
降
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問
　
福
祉
有
償
運
送
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
現
在
の
公
共
交
通
の
仕
組
み
で
は

福
祉
有
償
運
送
は
難
し
く
、
関
係
者
と

協
議
を
行
い
、
試
験
運
行
の
実
施
に
向

け
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
バ
ス
停
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

長
尾
企
画
課
長

答
　
議
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
三
川
地

内
の
マ
ツ
オ
カ
白
川
店
付
近
に
待
合

所
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
工
事
は

11
月
末
に
完
成
し
、
12
月
か
ら
利
用

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
町
が
強
く
な
る
た
め
に
は
、
縦

ば
か
り
で
は
な
く
、
横
の
繋
が
り
も

大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
防
災
面
で

は
ど
の
よ
う
か
。

横
家
町
長

答
　
防
災
面
で
は
、
町
だ
け
で
な

く
、
国
、
県
、
他
市
町
村
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
事
業
所
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
な
ど
の
民
間
団

体
な
ど
様
々
な
連
携
と
繋
が
り
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
や
災
害
時
の
突
発
的
な

事
案
で
は
、
全
職
員
で
問
題
意
識
の

共
有
を
図
り
解
決
策
を
検
討
す
る
場

を
設
け
て
い
る
が
、
一
方
で
役
職
の

権
限
に
お
い
て
所
管
で
判
断
す
る
場

合
も
あ
る
。

　
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
課
を
横
断

す
る
係
長
会
議
、
課
長
会
議
の
中
で

検
討
や
幅
広
く
意
見
聴
取
を
行
い
、

今
後
も
全
職
員
に
町
の
方
針
な
ど
の

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
努
め
、
災

害
等
へ
の
備
え
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
目
指
す
町

政
は
ど
の
よ
う
か
。

横
家
町
長

答
　
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
。
発
生
当
初
と
比
較
し
、

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
覚
は
変
化
し
て
き

た
が
、
終
息
の
時
期
は
未
だ
見
え
て
い

な
い
。

　
令
和
２
年
７
月
に
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
」
が

「
危
機
の
克
服
、
そ
し
て
新
し
い
未
来

へ
」
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
「
新

た
な
日
常
」
と
は
、
も
は
や
「
非
日

常
」
と
い
っ
て
も
良
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
町
政
を
担
う
こ
と
の
難
し
さ

を
実
感
し
て
い
る
。
自
主
財
源
の
厳
し

い
本
町
の
財
源
確
保
は
現
時
点
で
不
透

明
で
あ
り
、
来
年
度
以
降
の
事
業
が
ど

の
程
度
実
施
で
き
る
か
、
ま
た
経
済
の

疲
弊
が
心
配
で
あ
る
。
町
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
の
醸
成
、
対
策
情
報
の
周

知
、
不
当
な
差
別
を
行
わ
な
い
こ
と
な

ど
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　
経
済
対
策
と
し
て
は
、
国
の
交
付
金

等
を
活
用
し
た
施
策
を
展
開
す
る
中

で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
行
政
上

に
お
い
て
必
要
な
通
常
施
策
は
淡
々
と

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
状

況
に
対
応
し
た
方
法
を
模
索
し
な
が
ら

事
業
執
行
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通
網
計
画
の

そ
の
後
に
つ
い
て

問
町
の
強
靭
化
に
つ
い
て
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問問
　
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合

が
行
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
の

現
状
と
課
題
、
そ
れ
を
解
決
す
る
今

後
の
計
画
を
伺
い
た
い
。三

宅
農
林
課
長

答
　
当
施
設
は
平
成
12
年
に
廃
棄
物
の

規
制
に
伴
い
、
建
築
廃
材
等
の
焼
却
と

施
設
内
の
電
力
を
賄
う
こ
と
を
目
的
に

建
設
し
、
そ
の
後
、
売
電
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
し
か
し
、
機
械
は
耐
用
年

数
を
超
え
老
朽
化
が
進
み
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

令
和
５
年
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
チ
ッ
プ
製
造
な
ど
の
新
た
な
方
向

性
を
見
出
し
、
組
合
経
営
の
改
善
に
も

繋
げ
る
た
め
に
、
森
林
資
源
の
量
や
収

集
・
供
給
の
可
能
性
の
調
査
を
含
め
、

今
後
の
方
向
性
を
検
討
で
き
る
よ
う
、

素
案
づ
く
り
を
コ
ン
サ
ル
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。

問
　
当
協
議
会
の
現
状
と
課
題
、
展

望
を
お
聞
き
し
た
い
。

三
宅
農
林
課
長

答
　
本
町
は
私
有
林
人
工
林
の
面
積
当

た
り
の
林
業
従
事
者
数
が
他
町
村
に
比

べ
少
な
く
、
森
林
境
界
の
未
確
定
森
林

も
多
い
た
め
、
平
成
31
年
林
業
担
い
手

育
成
協
議
会
を
設
立
し
、
森
林
整
備
を

推
進
し
て
い
る
。
当
協
議
会
で
は
、
資

格
・
安
全
講
習
及
び
技
術
講
習
会
の
開

催
や
装
備
品
の
購
入
、
指
導
者
育
成
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
２
年
度
に
結
ん
だ
岐
阜
県
森
林

ア
カ
デ
ミ
ー
と
連
携
協
定
に
よ
り
、
来

年
度
に
は
町
内
の
林
業
関
係
事
業
所
で

卒
業
生
３
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
。

　
林
業
は
、
気
の
緩
み
が
事
故
に
つ

な
が
り
、
時
に
命
に
か
か
わ
る
危
険

性
を
伴
う
仕
事
で
あ
り
、
独
り
立
ち

で
き
る
に
は
時
間
が
必
要
と
な
る
。

一
気
に
従
事
者
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
が
、
希
望
す
る
人
を
丁
寧
に
育

て
、
定
着
に
結
び
つ
け
、
森
林
整
備

や
仕
事
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、

森
林
境
界
明
確
化
事
業
の
推
も
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

問
　
佐
見
中
学
校
の
白
川
中
学
校
へ

の
統
合
に
向
け
た
考
え
方
や
進
め
方
は

ど
の
よ
う
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
中
学
生
と
い
う
発
達
年
齢
を
考
え

る
と
あ
る
程
度
多
く
の
集
団
で
学
習
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
佐
見
中
学
校
は
、
現
在

16
名
と
い
う
小
さ
な
学
校
だ
が
、
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
大
規
模
校
に
負
け

な
い
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
一
方
で
や
が
て
全
校
生
徒
が
一

桁
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
統
合
も
や

む
を
得
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
の
方
針
の
中
で
中
学
校

の
統
合
時
期
は
示
し
て
い
な
い
が
、
佐

見
中
学
校
と
白
川
中
学
校
の
統
合
は
、

令
和
４
年
４
月
と
計
画
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
佐
見
小
・
中
学
校
や
佐
見

保
育
園
の
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
全
体

に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
、
合
意

が
得
ら
れ
れ
ば
統
合
に
向
か
っ
て
進
む

こ
と
と
な
る
。
な
お
、
統
合
に
向
け
た

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
年
度
中

に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
研

究
や
検
討
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
佐
見
小
学
校
は
、
急
激
な
児
童
の

減
少
（
令
和
７
年
に
は
全
校
数
14
名
予

定
）
が
見
込
ま
れ
る
。
教
育
的
見
地
か

ら
統
合
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
佐
見
学
校
運
営
協
議
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対

象
に
再
編
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
保

護
者
の
考
え
方
を
ま
ず
優
先
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
中
学
校
の
統
合
、
小

学
校
の
存
続
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
小
学
校
は
６
年
間
の
小
学
校
と

し
て
存
続
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
て

い
る
。
今
後
を
予
測
す
る
と
、
存
続

は
厳
し
く
、
ど
こ
か
で
決
断
を
す
る

時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
佐
見

の
自
然
と
文
化
を
生
か
し
た
教
育
を

も
う
し
ば
ら
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
佐
見
小
学
校

の
課
題
と
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

藤
井
教
育
課
長

答
　
佐
見
小
学
校
は
教
員
が
少
な
く
、

負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
県

の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置

事
業
を
利
用
し
、
教
室
の
消
毒
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
計
画
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
経
済
循

環
に
つ
い
て

問
林
業
担
い
手
育
成
協
議
会
に

つ
い
て

問
佐
見
中
学
校
の
統
合
計
画
と

佐
見
小
学
校
の
今
後
に
つ
い

て

管内視察を実施、研修会・勉強会に参加 （令和2年8月～10月）

　可茂地域市町村議会議員
　研修会に参加

　１０月５日に可茂地域市町村議会議員研修会が
開催され、東白川村出身の岐阜女子高等学校バ
スケットボール部監督の安江満男氏の『「ゼロから
の出発・そして日本一へ」生徒たちに学ぶ』と題す
る講演を聴講しました。

　安江監督は同校の教員として着任２年目にバ
スケットボール部を創部。以来インターハイ・国
体・ウインターカップすべてで全国優勝され、生徒
たちを優勝に導いた指導方法を話されました。

　岐阜県町村議会議長会定期総会
　及び正副議長研修会に参加

　１０月７日に岐阜県町村議会議長会定期総会及
び正副議長研修会が岐阜市で開催されました。
総会では、国や県への要望１１件が採択されまし
たので、その一部を紹介します。

①新型コロナウイルス感染症対策
②新たな過疎対策法の制定
③道路網の整備及び維持管理財源の確保
④市町村自主運行バスなどへの財政支援
⑤議員の厚生年金加入制度、サラリーマン・女
　性の人材確保への財政措置の強化 など

　引き続き行われた研修会では、「町村議会のあ
り方と今後の議会改革」と題して、東北大学大学
院情報科研究科准教授の河村和憲氏から、「市議
会に比べて町村議会の方が課題が多い反面、議
員の専門性や資質の向上が進みにくく、議員の役
割が見えてこないこともあり、今後は議会の見え
る化、通年議会、オンライン化を進める中で身分
保障もされるべき」との内容をお聞きしました。

　ＳＤＧs勉強会に参加

　　１０月６日、一般社団法人中部ＳＤＧｓ推進セン
ター 代表理事の戸成司朗氏の「ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）と地方創生」と題する勉強会に服部
副議長が参加しました。
　当日は、県内の市町村議会の代表が出席。２０３
０年までの目標となっているＳＤＧｓを達成するに
は、脱炭素、分散化、デジタル化に向かう暮らしや
産業を進めることが大切であるとの説明でした。

　議会管内視察を実施

　　毎年、議会では前年度の決算を審査する前に
議員による議会管内視察を行っています。
　８月２４日には、令和元年度に整備したヘリポー
ト場施設や補助金を交付した農業機械などを関
係する職員や補助金の交付を受けた団体からの
説明を受け、現状を把握しました。
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服部圭子 議員

問問
　
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合

が
行
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
の

現
状
と
課
題
、
そ
れ
を
解
決
す
る
今

後
の
計
画
を
伺
い
た
い
。三

宅
農
林
課
長

答
　
当
施
設
は
平
成
12
年
に
廃
棄
物
の

規
制
に
伴
い
、
建
築
廃
材
等
の
焼
却
と

施
設
内
の
電
力
を
賄
う
こ
と
を
目
的
に

建
設
し
、
そ
の
後
、
売
電
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
し
か
し
、
機
械
は
耐
用
年

数
を
超
え
老
朽
化
が
進
み
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

令
和
５
年
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
チ
ッ
プ
製
造
な
ど
の
新
た
な
方
向

性
を
見
出
し
、
組
合
経
営
の
改
善
に
も

繋
げ
る
た
め
に
、
森
林
資
源
の
量
や
収

集
・
供
給
の
可
能
性
の
調
査
を
含
め
、

今
後
の
方
向
性
を
検
討
で
き
る
よ
う
、

素
案
づ
く
り
を
コ
ン
サ
ル
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。

問
　
当
協
議
会
の
現
状
と
課
題
、
展

望
を
お
聞
き
し
た
い
。

三
宅
農
林
課
長

答
　
本
町
は
私
有
林
人
工
林
の
面
積
当

た
り
の
林
業
従
事
者
数
が
他
町
村
に
比

べ
少
な
く
、
森
林
境
界
の
未
確
定
森
林

も
多
い
た
め
、
平
成
31
年
林
業
担
い
手

育
成
協
議
会
を
設
立
し
、
森
林
整
備
を

推
進
し
て
い
る
。
当
協
議
会
で
は
、
資

格
・
安
全
講
習
及
び
技
術
講
習
会
の
開

催
や
装
備
品
の
購
入
、
指
導
者
育
成
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
２
年
度
に
結
ん
だ
岐
阜
県
森
林

ア
カ
デ
ミ
ー
と
連
携
協
定
に
よ
り
、
来

年
度
に
は
町
内
の
林
業
関
係
事
業
所
で

卒
業
生
３
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
。

　
林
業
は
、
気
の
緩
み
が
事
故
に
つ

な
が
り
、
時
に
命
に
か
か
わ
る
危
険

性
を
伴
う
仕
事
で
あ
り
、
独
り
立
ち

で
き
る
に
は
時
間
が
必
要
と
な
る
。

一
気
に
従
事
者
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
が
、
希
望
す
る
人
を
丁
寧
に
育

て
、
定
着
に
結
び
つ
け
、
森
林
整
備

や
仕
事
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、

森
林
境
界
明
確
化
事
業
の
推
も
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

問
　
佐
見
中
学
校
の
白
川
中
学
校
へ

の
統
合
に
向
け
た
考
え
方
や
進
め
方
は

ど
の
よ
う
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
中
学
生
と
い
う
発
達
年
齢
を
考
え

る
と
あ
る
程
度
多
く
の
集
団
で
学
習
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
佐
見
中
学
校
は
、
現
在

16
名
と
い
う
小
さ
な
学
校
だ
が
、
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
大
規
模
校
に
負
け

な
い
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
一
方
で
や
が
て
全
校
生
徒
が
一

桁
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
統
合
も
や

む
を
得
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
の
方
針
の
中
で
中
学
校

の
統
合
時
期
は
示
し
て
い
な
い
が
、
佐

見
中
学
校
と
白
川
中
学
校
の
統
合
は
、

令
和
４
年
４
月
と
計
画
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
佐
見
小
・
中
学
校
や
佐
見

保
育
園
の
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
全
体

に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
、
合
意

が
得
ら
れ
れ
ば
統
合
に
向
か
っ
て
進
む

こ
と
と
な
る
。
な
お
、
統
合
に
向
け
た

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
年
度
中

に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
研

究
や
検
討
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
佐
見
小
学
校
は
、
急
激
な
児
童
の

減
少
（
令
和
７
年
に
は
全
校
数
14
名
予

定
）
が
見
込
ま
れ
る
。
教
育
的
見
地
か

ら
統
合
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
佐
見
学
校
運
営
協
議
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対

象
に
再
編
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
保

護
者
の
考
え
方
を
ま
ず
優
先
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
中
学
校
の
統
合
、
小

学
校
の
存
続
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
小
学
校
は
６
年
間
の
小
学
校
と

し
て
存
続
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
て

い
る
。
今
後
を
予
測
す
る
と
、
存
続

は
厳
し
く
、
ど
こ
か
で
決
断
を
す
る

時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
佐
見

の
自
然
と
文
化
を
生
か
し
た
教
育
を

も
う
し
ば
ら
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
佐
見
小
学
校

の
課
題
と
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

藤
井
教
育
課
長

答
　
佐
見
小
学
校
は
教
員
が
少
な
く
、

負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
県

の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置

事
業
を
利
用
し
、
教
室
の
消
毒
な
ど
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
計
画
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
経
済
循

環
に
つ
い
て

問
林
業
担
い
手
育
成
協
議
会
に

つ
い
て

問
佐
見
中
学
校
の
統
合
計
画
と

佐
見
小
学
校
の
今
後
に
つ
い

て

管内視察を実施、研修会・勉強会に参加 （令和2年8月～10月）

　可茂地域市町村議会議員
　研修会に参加

　１０月５日に可茂地域市町村議会議員研修会が
開催され、東白川村出身の岐阜女子高等学校バ
スケットボール部監督の安江満男氏の『「ゼロから
の出発・そして日本一へ」生徒たちに学ぶ』と題す
る講演を聴講しました。

　安江監督は同校の教員として着任２年目にバ
スケットボール部を創部。以来インターハイ・国
体・ウインターカップすべてで全国優勝され、生徒
たちを優勝に導いた指導方法を話されました。

　岐阜県町村議会議長会定期総会
　及び正副議長研修会に参加

　１０月７日に岐阜県町村議会議長会定期総会及
び正副議長研修会が岐阜市で開催されました。
総会では、国や県への要望１１件が採択されまし
たので、その一部を紹介します。

①新型コロナウイルス感染症対策
②新たな過疎対策法の制定
③道路網の整備及び維持管理財源の確保
④市町村自主運行バスなどへの財政支援
⑤議員の厚生年金加入制度、サラリーマン・女
　性の人材確保への財政措置の強化 など

　引き続き行われた研修会では、「町村議会のあ
り方と今後の議会改革」と題して、東北大学大学
院情報科研究科准教授の河村和憲氏から、「市議
会に比べて町村議会の方が課題が多い反面、議
員の専門性や資質の向上が進みにくく、議員の役
割が見えてこないこともあり、今後は議会の見え
る化、通年議会、オンライン化を進める中で身分
保障もされるべき」との内容をお聞きしました。

　ＳＤＧs勉強会に参加

　　１０月６日、一般社団法人中部ＳＤＧｓ推進セン
ター 代表理事の戸成司朗氏の「ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）と地方創生」と題する勉強会に服部
副議長が参加しました。
　当日は、県内の市町村議会の代表が出席。２０３
０年までの目標となっているＳＤＧｓを達成するに
は、脱炭素、分散化、デジタル化に向かう暮らしや
産業を進めることが大切であるとの説明でした。

　議会管内視察を実施

　　毎年、議会では前年度の決算を審査する前に
議員による議会管内視察を行っています。
　８月２４日には、令和元年度に整備したヘリポー
ト場施設や補助金を交付した農業機械などを関
係する職員や補助金の交付を受けた団体からの
説明を受け、現状を把握しました。
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議会広報活動におけるＷＥＢアンケートのご報告 （7/15～8/10）

　議会広報編集委員会では、議会からの情報発信を検証するため、インターネットによる簡易なアンケート
を実施しました。すぐメールしらかわや議会だよりのＱＲコードから３７３名の方にご回答をいただき、誠にあ
りがとうございました。アンケートの結果を、私たちがどのように捉え、今後に活かしていくのかを、アンケー
ト結果と表中に「①わかったこと、どう捉えたのか」「②今後について」を合わせて報告いたします。
※端数処理の都合で、１００％にならない場合があります。また、表中の％は回答者の割合を示しています。

①回答者は、ほぼ男女半々となった。議会では女性
の意見を聞く機会が少なく、非常に意義があっ
た。

②携帯電話で簡単に答えられるアンケートを今後
も行っていく。

【自由記述から】
　その他の自由記述については、１００人以上の方の記述がありました。その意見を大まかに分類すると、
①定数、報酬について、②議会のあり方について、③議員の品位、資質について、④一般質問について、⑤
町政・防災について　の５つに分けられます。今後の議会改革を進める上で、参考にさせていただきます。

【今後の議会活動に向けて】
①議会の様子や活動が見えにくいとのご意見が多くありました。議会の情報発信や町民の皆様との交流
　が不足しているものと思います。今後は町内の視察を強化し、意見交換の場を増やしてまいります。町民
　の皆様からのご意見を沢山届けていただける議会を目指します。
②情報発信が分かり辛いとのご意見がありました。今後は、分かりやすい議会だより、見やすいCCＮｅｔ放
　送に心がけ、様々なツールを駆使して議会への関心とご理解を高める取り組みを行ってまいります。
③議会のあり方についても様々なご意見がありました。町議会も議会構成や運営方法の検討を重ねつ
　つ、時代の波に乗ってＩＣＴ化をICT化を推進し、フットワークの軽い機能的な議会を目指してまいります。
　改めて、皆様からのご意見に真摯に向き合い、今後も議会活動に邁進してまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。
※　ICTとは、「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術を活用
　　したコミュニケーションを指します。

性別を教えてください。問１

①70歳未満の回答者が９１％、一方で70代の代の
回答も多く、20代の回答者を上回っていた。

②高齢の方にも簡単に答えられることを、さらにお
知らせしていく。 

年代を教えてください。問２

54.4％

男性
女性

45.6％

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代 1.6％

4.8％

15.8％

28.2％

24.1％

18.5％

5.9％

1.1％

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人

①いつも読んでいる、読んだことがあるという方が
88.5％あり、多くの方が読んでいる。議会だより
は、議会の活動を知っていただくために有効で
ある。

②さらなる内容の充実を図りたい。

議会だよりを読んだことがありますか。問４

関心がない

読んだことがない

読んだことがある

いつも読んでいる 37.3％

51.2％

8.0％

3.5％

0人 150人100人50人 200人

①地区別の回答者数は人口割とほぼ同じで、回答
人数373名はすぐメール登録数の１２％となっ
た。WEBアンケートの周知に、すぐメール（約
3000人登録）はとても有効であった。

②すぐメールは防災上も情報伝達の要といえる。
すぐメール登録者のさらなる増加を図る。

お住いの地区を教えてください。問３

町　外

佐　見

黒　川

蘇　原

白川北

白　川 21.2％

12.9％

34.3％

16.9％

8.3％

6.4％

0人 140人120人100人80人60人40人20人

①いつも見ている、見たことがある方が65.4％あ
り、議会だよりと比べると低い結果だった。生中
継は平日、再放送は夜間、テレビでしか視聴でき
ず、時間と場所の制約がある。

②いつでもどこでも見ることができるユーチューブ
にあげるなど、独自の録画も検討したい。

議会中継を見たことがありますか。問５

①満足、普通という方が69.1％ある一方で、残り
の30.8％は不満、関心がないという回答となっ
た。不満、関心がない方に対して、どのような情
報発信が良いのかを検討する必要がある。

②様々な情報発信の方法を検討したい。 

議会だよりや議会中継の情報発信
で満足していますか。問６

57.6％

7.8％4.0％

いつも見ている
見たことがある
見たことがない
関心がない

30.6％

①もっとした方がよいという方は、６９．７7％の回答
率となった。このようなWEBアンケートは有効
で、有意義であった。

②今後も年に1，2度は行っていきたい。

このようなアンケートをどう思いますか。問８

①議会だよりという方が、１８．８％と回答率が多
かった。議会だより、CCネット以外の情報発信の
方法としては、白川ライン、ホームページ、議員と
の交流会との回答となった。

②町民が投稿できる場や意見を聞く機会を持ち、
町民の声や課題把握に努めたい。

議会を知る情報発信で望ましいと
思うのは何ですか。（複数回答可）問７

その他
YouTube
議員SNS

議員報告会
すぐメール

議員との交流会
ホームページ
白川町LINE
ＣＣＮｅｔ

議会だより

1.9％
4.7％

7.4％
7.6％
9.1％
9.4％
11.6％
13.6％

16.0％
18.8％

0人 250人200人150人100人50人

61.1％

8.0％

14.2％

満足
普通
不満
関心がない

16.6％

61.1％

8.0％

14.2％
もっとした方が
良い
しない方が良い
どちらでもない
その他

16.6％
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議会広報活動におけるＷＥＢアンケートのご報告 （7/15～8/10）

　議会広報編集委員会では、議会からの情報発信を検証するため、インターネットによる簡易なアンケート
を実施しました。すぐメールしらかわや議会だよりのＱＲコードから３７３名の方にご回答をいただき、誠にあ
りがとうございました。アンケートの結果を、私たちがどのように捉え、今後に活かしていくのかを、アンケー
ト結果と表中に「①わかったこと、どう捉えたのか」「②今後について」を合わせて報告いたします。
※端数処理の都合で、１００％にならない場合があります。また、表中の％は回答者の割合を示しています。

①回答者は、ほぼ男女半々となった。議会では女性
の意見を聞く機会が少なく、非常に意義があっ
た。

②携帯電話で簡単に答えられるアンケートを今後
も行っていく。

【自由記述から】
　その他の自由記述については、１００人以上の方の記述がありました。その意見を大まかに分類すると、
①定数、報酬について、②議会のあり方について、③議員の品位、資質について、④一般質問について、⑤
町政・防災について　の５つに分けられます。今後の議会改革を進める上で、参考にさせていただきます。

【今後の議会活動に向けて】
①議会の様子や活動が見えにくいとのご意見が多くありました。議会の情報発信や町民の皆様との交流
　が不足しているものと思います。今後は町内の視察を強化し、意見交換の場を増やしてまいります。町民
　の皆様からのご意見を沢山届けていただける議会を目指します。
②情報発信が分かり辛いとのご意見がありました。今後は、分かりやすい議会だより、見やすいCCＮｅｔ放
　送に心がけ、様々なツールを駆使して議会への関心とご理解を高める取り組みを行ってまいります。
③議会のあり方についても様々なご意見がありました。町議会も議会構成や運営方法の検討を重ねつ
　つ、時代の波に乗ってＩＣＴ化をICT化を推進し、フットワークの軽い機能的な議会を目指してまいります。
　改めて、皆様からのご意見に真摯に向き合い、今後も議会活動に邁進してまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。
※　ICTとは、「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術を活用
　　したコミュニケーションを指します。

性別を教えてください。問１

①70歳未満の回答者が９１％、一方で70代の代の
回答も多く、20代の回答者を上回っていた。

②高齢の方にも簡単に答えられることを、さらにお
知らせしていく。 

年代を教えてください。問２

54.4％

男性
女性

45.6％

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代 1.6％

4.8％

15.8％

28.2％

24.1％

18.5％

5.9％

1.1％

0人 20人 40人 60人 80人 100人 120人

①いつも読んでいる、読んだことがあるという方が
88.5％あり、多くの方が読んでいる。議会だより
は、議会の活動を知っていただくために有効で
ある。

②さらなる内容の充実を図りたい。

議会だよりを読んだことがありますか。問４

関心がない

読んだことがない

読んだことがある

いつも読んでいる 37.3％

51.2％

8.0％

3.5％

0人 150人100人50人 200人

①地区別の回答者数は人口割とほぼ同じで、回答
人数373名はすぐメール登録数の１２％となっ
た。WEBアンケートの周知に、すぐメール（約
3000人登録）はとても有効であった。

②すぐメールは防災上も情報伝達の要といえる。
すぐメール登録者のさらなる増加を図る。

お住いの地区を教えてください。問３

町　外

佐　見

黒　川

蘇　原

白川北

白　川 21.2％

12.9％

34.3％

16.9％

8.3％

6.4％

0人 140人120人100人80人60人40人20人

①いつも見ている、見たことがある方が65.4％あ
り、議会だよりと比べると低い結果だった。生中
継は平日、再放送は夜間、テレビでしか視聴でき
ず、時間と場所の制約がある。

②いつでもどこでも見ることができるユーチューブ
にあげるなど、独自の録画も検討したい。

議会中継を見たことがありますか。問５

①満足、普通という方が69.1％ある一方で、残り
の30.8％は不満、関心がないという回答となっ
た。不満、関心がない方に対して、どのような情
報発信が良いのかを検討する必要がある。

②様々な情報発信の方法を検討したい。 

議会だよりや議会中継の情報発信
で満足していますか。問６

57.6％

7.8％4.0％

いつも見ている
見たことがある
見たことがない
関心がない

30.6％

①もっとした方がよいという方は、６９．７7％の回答
率となった。このようなWEBアンケートは有効
で、有意義であった。

②今後も年に1，2度は行っていきたい。

このようなアンケートをどう思いますか。問８

①議会だよりという方が、１８．８％と回答率が多
かった。議会だより、CCネット以外の情報発信の
方法としては、白川ライン、ホームページ、議員と
の交流会との回答となった。

②町民が投稿できる場や意見を聞く機会を持ち、
町民の声や課題把握に努めたい。

議会を知る情報発信で望ましいと
思うのは何ですか。（複数回答可）問７

その他
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議員SNS

議員報告会
すぐメール

議員との交流会
ホームページ
白川町LINE
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議会だより
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８
月
28
日
安
倍
首
相
の
辞
任
か
ら
僅
か

１７
日
後
に
菅
政
権
が
誕
生
し
た
。新
元
号

『
令
和
』を
発
表
し
た
菅
官
房
長
官
で
あ

る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。

　
以
前
、元
号
が
変
わ
る
と
色
々
な
こ
と

が
起
き
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。世
界

中
に
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
、白
川

町
で
も
小
中
保
が
全
て
休
校
休
園
、卒
業

式
入
学
式
も
関
係
者
の
み
で
行
わ
れ
た
。

各
種
行
事・会
合
も
密
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
か
ら
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。そ
し
て
長
雨
、梅
雨
が
明
け
た
ら

猛
暑
と
続
き
、作
柄
も
例
年
よ
り
少
し
悪

い
と
聞
い
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、大
相
撲
秋
場
所
で
正

代
が
優
勝
し
、出
身
地
で
あ
る
熊
本
の
人

た
ち
は「
元
気
を
も
ら
っ
た
」と
口
々
に

言
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。熊
本
地

震・度
重
な
る
水
害
と
ま
だ
傷
跡
が
癒
え

な
い
状
態
で
あ
る
と
き
に
、一人
の
力
士
の

優
勝
が
与
え
た
パ
ワ
ー
は
と
て
も
凄
い
と

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。悪
い
事
ば
か
り
で
は

な
い
。

　
菅
政
権
の
目
玉
政
策
の
１
つ
で
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
化
」は
、デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
に

向
け
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。デ
ジ
タ

ル
庁
が
目
指
す
社
会
像
と
は「
２４
時
間・３

６
５
日
行
政
手
続
き
が
ス
マ
ホ
で
で
き
れ

ば
、時
間
を
他
の
こ
と
に
振
り
向
け
ら
れ

る
」と
主
張
し
て
い
る
。白
川
町
議
会
で
は

今
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
第
一
歩
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

藤
井
宏
之

　白川町議会では令和２年８月５日、新型コロナウ
イルス感染症対策に関する要望書を町に提出しま
した。避難所の整備や医療機関・福祉施設への支
援、町民と町内事業者に向けた経済対策を中心
に、コロナ禍における夏場の熱中症対策を要請し
ました。

表紙の写真は　　　　　　　　　　　　
「コロナ対策要望書を提出した時」の様子

２１日　白川町総合計画審議会
　　　　　　　　　　　　（総務部会・教育部会）
２２日　　　〃　　　　　（産業部会）
２７日　天皇陛下御即位岐阜県奉祝委員会臨時
　　　　総会
２８日　議会議員協議会
２９日　地域包括支援センター運営協議会
３０日　国道４１号美濃加茂・下呂間強靭化推
　　　　進同盟会定期総会

　４日　議会議員協議会（議員会）
　５日　町議会より町へコロナ対策要望書を提出
　６日　白川町議会第３回臨時会
　　　　予算審査常任委員会
１４日　議会広報編集委員会
１７日　議会議員協議会（議員会）
１８日　天心白菊の塔法要
２４日　議会管内視察
２５日　白川町総合計画審議会
　　　　　　　　　　　　（総務部会・教育部会）
２６日　　　〃　　　　　（産業部会）
２８日　議会運営委員会
３１日　青雲の集い立志式
　　　　可茂消防事務組合第２回臨時会
　　　　県町村議長会評議員会

　３日　議会議員協議会
　４日　白川・東白川村地域公共交通活性化協議会
　８日　白川町総合計画審議会
１４日　白川町議会第３回定例会（初日）
１５日　予算審査常任委員会（第１日）
１６日　予算審査常任委員会（第２日）
１８日　予算審査常任委員会（第３日）
　　　　白川町議会第３回定例会（第２日）
２８日　議会議員協議会（議員会）
　　　　議会広報編集委員会
３０日　関係機関への正副議長あいさつ回り

こ
の
広
報
誌
に
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

表紙は語る

議会の動き（７月21日～10月20日）

7 

月

8 

月

9 
月

 

　議会だよりに関するご意見やご要望が
ありましたら、　議会事務局（℡７２－１３１１
内線２９０）までご連絡ください。

　２日　議会運営委員会
　５日　可茂町村議会議員研修会
　６日　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に関す
　　　　る勉強会
　７日　県町村議会議長会総会及び正副議長研
　　　　修会
　８日　関係機関への正副議長あいさつ回り
１３日　議会議員協議会
１６日　岐阜車体企業の森１０周年記念行事
他に、町内小中学校運動会に参加。

10 

月


